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フェデリコ・バロッチ作
《アエネーアスのトロイアからの逃避》に関する一考察

　16世紀のマニエリスムからバロックへの過渡期に活動したフェデリコ・バロッチ（Federico Barocci, 

ca. 1530-1632）は、対抗宗教改革期（カトリック宗教改革期）の大きな価値観の転換に対して柔軟に順

応し、人々の心を摑む新しい聖画の形態を創造した最初期の人物の一人であった。伝記作家や同時代の

批評家たちに「敬虔な画家」と評されていたこの画家は、生涯の大半を宗教画および肖像画制作に費や

したが、現存する完成作の中で唯一、《アエネーアスのトロイアからの逃避》（図１）のみは神話主題の

作品である。1586年から1589年に制作されたオリジナルの作品は神聖ローマ皇帝ルドルフ２世、後年に

制作されたレプリカは後の新教皇パウルス５世と、いずれもカトリック教会と深く関わりのある人物に

贈られている。

　ウェルギリウスの叙事詩『アエネーイス』の主人公であるアエネーアスは、トロイアが陥落した夜に

父を背負い息子の手を引いて脱出し、神の命に従って新都建国を目指したことから、叙事詩で度々「敬

虔なアエネーアス」と称されている。ここから、バロッチが単に注文主の古典趣味に応じただけではな

く、信仰する宗教が異なるとはいえアエネーアスの敬虔性に着目して題材に選び、キリスト教と共通す

る敬虔性の表現の追求を試みたのではないかと考えた。先行研究では、バロッチが自身の生成した図像

を繰り返し転用する特質があったことから、いくつかの彼の宗教画との類似性が既に指摘されている。
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（図１）フェデリコ・バロッチ《アエネーアスのトロイアからの逃避》1598年
油彩・画布、179×253cm、ボルゲーゼ美術館（ローマ）
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修士論文では彼自身の信仰心、並びに注文主の経歴を勘考し、改めて本作に含まれている宗教画的な要

素と、宗教画からの転用の意義の検討を行った。

　第１章では1580年代までのバロッチの画業の総観、および対抗宗教改革期の理念と照らし合わせての

バロッチの制作姿勢の考察を行った。バロッチが対抗宗教改革期の聖画像に関する要求に応えようとし

ていたことを示す行為として第一に挙げられるのは、自然研究への傾倒である。16世紀半ばには生物素

描の習慣は衰退していたと考えられているが、バロッチは古代彫刻や近代の巨匠の作品を模倣するだけ

ではなく、生身のモデルを起用して緻密な自然観察を行っていた。

　第２章では1500年代までのアエネーアス神話を主題とした美術作品について概観した後、バロッチの

《アエネーアスのトロイアからの逃避》の制作背景の考察を行った。注文主である皇帝ルドルフ２世は

芸術に造詣が深く、古典的な絵画や寓意画の他に、官能的な神話画を好んでいたことが知られている。

また皇帝はイタリアの巨匠たち、特にコレッジョの絵画に強い関心を抱いていた。皇帝がバロッチに興

味を抱いたのも、恐らくは当時広く流通していたバロッチの版画を通して、コレッジョと彼の作風が似

通っていることを知ったことが契機と考えられる。皇帝は大使を派遣して、バロッチのパトロンの代理

人に接触したが、この際大使は「皇帝は宗教主題の作品ではなく、異なる趣味の絵を求めている」と伝

えたという。最終的な主題の選定を誰が行ったのかは定かではないものの、もしバロッチもしくは彼に

近しい人物がアエネーアスの主題を選んだのであれば、カエサルの系譜であることを自負していたハプ

スブルク家の由緒正しき血統を示すことが目的であったと考えられる。

　第３章では《アエネーアスのトロイアからの逃避》で描かれているクレウーサ、アンキーセス、そし

てアエネーアス及び背景の図像を順に考察した。

　アエネーアスの妻クレウーサは先行研究において、1582年から1584年制作の《受胎告知》で描かれて

いる聖母とポーズが類似していることが指摘されている。神話上のクレウーサと聖書のマリアの物語を

照らし合わせると、二者とも神慮を受け容れた敬虔な女性という点で共通しており、それ故にバロッチ

も同じ図像を共有しようとしたと考察することができる。次にクレウーサの肌の露出が少々目立つ点に

ついて、聖母が幼児キリストに授乳する場面を描いた《猫の聖母》との比較を行いつつ考察した。もし

バロッチが意図的にクレウーサの露出を多めにして描いたのであれば、それは皇帝に迎合するためのも

のであったとも考えられる。しかし本作のクレウーサは他画家の神話画のように裸体では描かれておら

ず、さらに男性モデルを起用して描かれた可能性が考えられる。このことから、当時の聖画の規定に忠

実に従っていたバロッチは、正当な目的を有さずに裸体の女性像を描くことに葛藤し、彼ができうる限

りの折衷案としてこの表現に行き着いたと推測した。

　父であるアンキーセスは、アエネーアスの絵とほぼ同時期に描かれた《聖ヒエロニムス》との図像の

類似が既に指摘されている。先行研究では、この磔刑像を抱えて跪くヒエロニムスの絵が、いくつかの

対抗宗教改革期の重要なテーマを秘めている作品であると説明されている。一つは悔悛のテーマである。

これは若い頃に女神の寵愛を受けたことを高言して主神に誅され、後に信心深い人物へと変貌を遂げた、

神話上のアンキーセスの物語とも通ずるものである。もう一つは十字架のテーマである。カトリックは

この時期に、十字架の持つ奇跡の力を強調するために、十字架にまつわる主題を重視していた。

　主人公のアエネーアスに関しては管見の限り、バロッチの他の宗教画、および他画家の作品との図像

の類似性は指摘されていない。しかし背景に描かれている古代ローマのトラヤヌスの記念柱と、ドナ

ト・ブラマンテが設計したテンピエットから、聖ペトロとの関連が指摘されている。本研究で最も注目
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したのは、アエネーアスがアンキーセスを身体の前で抱える構図で描かれ、かつ人体の重量感が表現さ

れている点である。ルネサンス期のアエネーアスの図像の大半は、叙事詩の記述に忠実に従ってアン

キーセスを背負った姿で描かれており、バロッチのアエネーアスの図像は非常に特異なものであること

が浮き彫りになる。この図像の起源について考察する際に一つ手掛かりとなるのは、アンキーセスが、

同じボルゲーゼ美術館所蔵の《聖ヒエロニムス》とほぼ完全に一致した図像を共有しているという事実

である。ここから、磔刑像を抱えた《聖ヒエロニムス》は《アエネーアスのトロイアからの逃避》に対

する一種の諷示として、ボルゲーゼ家の人々のために制作されたものであるという推測が立てられる。

そして神像を携えるアンキーセスの身体が十字架から置き換えられているのであれば、バロッチはアエ

ネーアスを描く上で他画家の描いた「十字架を運ぶキリスト」から図像を借用したか、もしくは借用と

断言することはできないまでも、鑑賞者にキリストの図像を連想させるように仕掛けたという可能性が

浮上する。

　次にバロッチが「十字架を運ぶキリスト」の図像を意識していたと仮定して、この図像を取り入れた

意義について考察した。既に先行研究において、背景に描かれた都市の破壊と殺戮の様子が、1527年の

「ローマの劫掠」を想起させるという指摘がある。同時代の版画や絵画で、「ローマの劫掠」を直接的に

表現した作品は今日まで知られていないが、当時の情勢や一連の出来事を象徴的に表したものは存在す

る。その一つに当時流通していた貨幣があり、教皇クレメンス７世の経験した一連の受難が、聖書およ

びその外典に綴られているキリストやペトロの受難の場面と重ね合わせられている。

　本作が「ローマの劫掠」と関連していると考えた時、レプリカの背景に描かれた実在する建築物群に

関して、別の視点からの考察を行うことが可能である。これらの建築物は、古代ローマの遺物を再生な

いし再利用したものであるという特徴がある。故国を失い、トロイア復興を目指したアエネーアスの姿

は、栄枯盛衰を経験し、存亡の危機に陥りながらも蘇ってきた「永遠のローマ」の理念と通じるという

考察がある。バロッチはこの絵において、キリスト教世界の中心であったローマの陥落の情景、キリス

トの姿を借りて表現された教皇の受難、そして都市の再生のモティーフを取り入れることによって、ト

ロイアの荒廃と復興を、キリスト教世界の荒廃と復興に重ね合わせたようとしたと考えられる。

　都市の陥落の情景が「ローマの劫掠」を思い起こさせるという事実は、オリジナルの作品のために作

られたであろう下絵では、背景が異なることの理由にもなる。オリジナルの作品は神聖ローマ皇帝への

贈り物であり、別人物であるとはいえ、過去に皇帝軍によって引き起こされた「ローマの劫掠」を思い

起こさせる光景を描くことは不適当であったと思われる。オリジナルの作品を制作する段階で、アエ

ネーアスの図像が既に「十字架を運ぶキリスト」から着想を得たものであったとしても、レプリカの背

景も含めた全体的なコンセプトは、ボルゲーゼ家のために後付けで構築されたものであると考えられる。

　終章では以上の内容を踏まえ、バロッチの《アエネーアスのトロイアからの逃避》に見られる宗教画

要素について、改めて自身の見解を示した。ルネサンスやマニエリスムの芸術家たちが主に造形面での

理想美を追求して、異教徒たちの産み出した古代美術からの引用を行ったのに対し、バロッチは描く人

物の精神や道徳といった内面的な部分により注目して、聖書の登場人物から神話の登場人物への変換を

図ったと考えられる。このように古代の異教美術と現代のキリスト教美術を合わせることで、バロッチ

は注文主のローマ建国者の裔としての血統とカトリック教会での権威を同時に示すだけではなく、聖職

者たちによる異教文化に対する否定的な見方が再来していた時代に、神話画自体に正統性を持たせるこ

とを実現したと結論付けた。
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で
は
な
い
こ
と
や
、
実

際
に
北
円
堂
に
安
置
し
た
場
合
に
は
大
き
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

三

四
天
王
像
の
形
制
お
よ
び
持
物

本
像
に
関
す
る
研
究
史
を
踏
ま
え
、
第
三
章
で
は
こ
れ
ま
で
原
所
在
の
検
討
に
関
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
本
像
の
図
像
形
式
に
注
目
し
た
。
本
像
に
つ
い

て
は
第
一
章
で
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。

十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
の
四
天
王
像
の
基
準
作
例
は
、
十
例
の
う
ち
七
例
が
大

仏
殿
様
、
二
例
が
陀
羅
尼
集
経
様
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
称
さ
れ
る
図
像
形
式
で
あ
る
。
残
る

一
例
は
複
数
の
形
式
を
混
合
さ
せ
た
も
の
で
特
別
な
制
作
意
図
が
背
景
に
あ
っ
た
と
想

像
さ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
大
仏
殿
様
あ
る
い
は
陀
羅
尼
集
経

様
が
四
天
王
の
基
本
的
な
図
像
形
式
と
い
え
、
そ
の
点
で
本
像
の
特
異
性
が
看
取
さ
れ

る
。
さ
ら
に
制
作
時
の
図
像
形
式
の
選
定
と
し
て
は
そ
れ
以
前
の
作
例
を
典
拠
に
図
像

形
式
を
踏
襲
す
る
方
法
が
採
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
本
像
に
つ
い
て
も
典
拠
と
な
っ
た

像
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。

続
い
て
陀
羅
尼
集
経
様
と
そ
の
派
生
形
式
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
平
安
時

代
の
作
例
を
検
討
し
た
が
、
本
像
の
典
拠
と
思
わ
れ
る
作
例
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
さ
ら
に
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
の
作
例
を
検
討
し
た
が
、
こ
の
時
期
の
図
像
形

式
の
特
徴
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
。

ま
ず
現
存
最
古
、
七
世
紀
中
頃
の
作
例
と
さ
れ
る
法
隆
寺
金
堂
像
と
こ
れ
に
次
ぐ
七

世
紀
後
半
の
当
麻
寺
像
は
直
立
に
近
い
体
勢
で
持
物
を
執
る
が
、
八
世
紀
前
半
の
東
大

寺
戒
壇
堂
像
以
降
で
は
動
き
の
あ
る
体
勢
で
四
天
王
像
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

形
制
と
持
物
に
つ
い
て
、
片
手
で
戟
を
執
り
も
う
一
方
の
手
を
腰
に
置
く
形
式
が
当
麻

寺
像
、
戒
壇
堂
像
、
東
大
寺
法
華
堂
像
と
い
う
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
の
作
例

で
み
ら
れ
、
ま
た
正
面
で
両
手
を
交
叉
さ
せ
る
形
制
は
法
隆
寺
旧
食
堂
像
や
西
大
寺
像
、

唐
招
提
寺
金
堂
像
な
ど
八
世
紀
後
半
の
作
例
で
多
く
み
ら
れ
る
。
多
聞
天
が
捧
げ
る
宝

塔
に
つ
い
て
は
左
右
ど
ち
ら
も
み
ら
れ
、
こ
の
時
期
に
は
ど
ち
ら
の
形
式
も
存
在
し
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

つ
ま
り
本
像
の
図
像
形
式
は
七
世
紀
以
前
・
八
世
紀
後
半
以
降
の
も
の
と
は
異
な
る

一
方
、
八
世
紀
前
半
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
戒
壇
堂

像
と
本
像
は
、
そ
の
左
右
の
違
い
を
除
け
ば
宝
剣
を
執
り
切
先
に
手
を
添
え
る
像
、
戟

を
執
り
も
う
一
方
を
腰
に
当
て
る
像
、
宝
塔
を
高
々
と
掲
げ
る
像
と
形
式
的
に
近
い
こ

と
が
西
川
新
次
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
点
か
ら
本
像
の
典
拠
は
八
世
紀
前
半
の
作
例
と
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は

北
円
堂
が
創
建
さ
れ
た
養
老
五
年
（
七
二
一
）
と
い
う
時
期
に
符
合
す
る
。
現
在
考
え

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
本
像
が
北
円
堂
再
興
四
天
王
像
で
あ
れ
ば
、
そ
の
典
拠
と
し
て
は

創
建
当
初
の
北
円
堂
四
天
王
像
が
最
も
相
応
し
い
と
思
わ
れ
る
。

四

興
福
寺
北
円
堂
の
再
興

第
四
章
で
は
北
円
堂
再
興
像
と
創
建
当
初
像
の
図
像
的
な
関
係
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。

麻
木
脩
平
氏
は
失
わ
れ
た
像
を
再
興
す
る
際
に
は
一
般
に
、
当
初
像
の
法
量
と
図
像
形

式
が
踏
襲
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
北
円
堂
再
興
で
も
同
様
に
い
え
る
の
か
現
存

す
る
弥
勒
像
と
無
著
・
世
親
像
を
検
討
し
た
。
ま
ず
「
勧
進
状
」
記
載
の
北
円
堂
諸
像

の
法
量
は
創
建
期
の
史
料
『
興
福
寺
流
記
』
円
堂
院
条
所
引
の
「
宝
字
記
」
を
引
用
し
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た
も
の
で
、
現
存
像
の
法
量
は
こ
れ
に
相
応
し
く
法
量
の
点
で
は
当
初
像
を
踏
襲
し
て

い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
「
勧
進
状
」
冒
頭
の
「
請
被
如
旧
建
立
北
円
堂
院
状
」
と
い

う
記
述
か
ら
、
創
建
当
初
に
倣
い
再
興
す
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
上
で
、
半
跏
思
惟
像
を
除
い
た
弥
勒
像
の
現
存
作
例
の
多
く
が
如
来
形
で
印
相
を
施

無
畏
・
与
願
印
と
す
る
こ
と
か
ら
、
現
存
弥
勒
像
の
図
像
形
式
に
つ
い
て
も
こ
れ
が
創

建
当
初
を
踏
襲
す
る
も
の
と
み
て
差
し
支
え
な
い
と
考
え
た
。
同
様
の
見
解
は
既
に
山

本
勉
氏
や
小
林
裕
子
氏
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。

無
著
・
世
親
像
は
「
宝
字
記
」
や
「
勧
進
状
」
で
は
「
羅
漢
」
と
記
載
さ
れ
る
一
方
、

『
猪
隈
関
白
記
』
承
元
二
年
十
二
月
十
七
日
条
に
は
「
世
親
、
玄
奘
」、
弥
勒
像
台
座
内

部
の
墨
書
銘
に
は
「
世
親
」「
無
著
」
と
記
さ
れ
る
な
ど
名
称
に
混
乱
が
あ
る
。
五
尊

形
式
の
本
尊
以
外
に
名
称
が
付
け
ら
れ
る
の
は
平
安
時
代
以
降
の
こ
と
と
毛
利
久
氏
は

指
摘
し
て
い
る
が
、「
宝
字
記
」
の
記
載
の
通
り
創
建
当
初
は
特
定
の
名
称
が
な
い
羅

漢
像
と
し
て
造
立
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
創
建
以
降
い
ず
れ
か
の

時
点
で
新
た
な
名
称
が
付
加
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
新
た
な
名
称
に
適
う
よ
う

持
物
を
変
更
す
る
な
ど
し
、
当
初
の
図
像
形
式
が
改
変
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
無
著
・
世
親
像
に
つ
い
て
は
当
初
の
も
の
を
伝
え
て
い
な
い
可
能
性
を

想
定
し
つ
つ
も
、
そ
の
他
の
北
円
堂
再
興
像
で
は
や
は
り
当
初
像
の
法
量
と
図
像
形
式

が
踏
襲
さ
れ
た
と
考
え
た
。
そ
の
上
で
八
世
紀
前
半
の
図
像
形
式
を
示
す
本
像
の
典
拠

と
し
て
は
や
は
り
北
円
堂
創
建
当
初
像
が
相
応
し
い
と
思
わ
れ
、
従
来
の
北
円
堂
説
を

支
持
し
た
上
で
、
本
像
の
原
所
在
を
北
円
堂
と
主
張
し
た
。

結
び
に
か
え
て

改
め
て
本
像
の
図
像
形
式
を
み
て
み
る
と
、
そ
の
特
徴
と
し
て
筆
と
巻
子
を
執
る
像

が
含
ま
れ
な
い
こ
と
、
邪
鬼
を
踏
ま
ず
に
岩
座
に
立
つ
こ
と
の
二
点
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
長
岡
龍
作
氏
に
よ
れ
ば
、
筆
と
巻
子
は
衆
生
の
観
察
と
い
う
現
世
に
お
け
る

四
天
王
の
役
割
を
示
す
も
の
、
足
元
の
邪
鬼
は
現
世
に
あ
ら
わ
れ
た
悪
鬼
を
四
天
王
が

懲
ら
し
め
る
様
子
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
そ
の
四
天
王
が
現
世
に
い
る

こ
と
を
明
示
す
る
と
い
う
。
つ
ま
り
本
像
が
安
置
さ
れ
た
北
円
堂
は
現
世
で
な
い
場
を

表
象
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

確
か
に
北
円
堂
の
創
建
に
つ
い
て
「
宝
字
記
」
に
は
「
天
皇
欲
令
永
滅
有
縁
之
塵
労
。

長
証
無
等
之
常
楽
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
上
生
信
仰
に
基
づ
い
て
造
立
さ
れ
た
こ
と
が
伺

え
る
。
さ
ら
に
「
勧
進
状
」
の
「
八
柱
四
扉
縮
図
天
於
摩
尼
宮
之
裏
」
と
い
う
記
述
か

ら
は
、
北
円
堂
が
兜
率
天
上
の
摩
尼
宝
殿
で
あ
る
と
読
め
る
。
こ
の
よ
う
に
北
円
堂
が

兜
率
天
上
の
世
界
を
表
象
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
四
天
王
像

が
安
置
さ
れ
た
意
味
も
併
せ
て
今
後
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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は
じ
め
に

俵
屋
宗
理
（
生
没
年
不
詳
）
は
、
明
和
〜
天
明
前
期
（
一
七
六
四
〜
一
七
八
四
）
に

活
動
し
、
江
戸
琳
派
の
祖
と
さ
れ
る
酒
井
抱
一
（
一
七
六
一
〜
一
八
二
八
）
に
先
駆
け

て
江
戸
で
宗
達
、
光
琳
の
画
風
を
継
承
し
た
画
家
で
あ
る
。
抱
一
に
よ
る
光
琳
画
風
の

継
承
は
、
光
琳
の
没
後
か
ら
約
五
十
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
京
都
か
ら
江
戸
へ

地
域
も
超
え
て
画
風
が
継
承
さ
れ
た
点
で
、
琳
派
は
非
常
に
特
徴
的
な
継
承
を
辿
っ
た

流
派
と
言
え
る
。
俵
屋
宗
理
は
ま
さ
に
こ
の
琳
派
の
転
換
期
に
江
戸
で
活
動
し
た
画
家

で
あ
る
が
、
琳
派
研
究
に
お
い
て
は
光
琳
と
抱
一
の
狭
間
に
見
逃
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

一
方
で
葛
飾
北
斎
が
一
時
期
「
宗
理
」
号
を
用
い
て
い
た
こ
と
よ
り
、
浮
世
絵
研
究
の

領
域
に
お
い
て
研
究
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
き
た
特
異
な
背
景
を
持
つ
。
本
論
文
で
は
先

行
研
究
を
整
理
し
、
琳
派
の
文
脈
で
俵
屋
宗
理
研
究
を
行
う
土
台
を
整
え
る
と
共
に
、

宗
理
の
肉
筆
画
や
宗
理
挿
絵
を
有
す
る
俳
諧
書
な
ど
の
再
検
討
を
通
し
、
従
来
漠
と
し

て
い
た
宗
理
の
輪
郭
に
迫
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

第
一
章

第
一
章
で
は
主
に
北
斎
研
究
の
領
域
に
お
け
る
俵
屋
宗
理
の
先
行
研
究
を
概
観
し
、

《
古
宗
理
追
善
摺
物
》
を
中
心
に
宗
理
の
没
年
考
証
を
試
み
る
。

宗
理
を
紹
介
す
る
画
伝
書
は
『
尾
形
流
略
印
譜
』、『
古
画
備
考
』、『
浮
世
絵
類
考
』

の
三
点
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
古
画
備
考
』
お
よ
び
『
浮
世
絵
類
考
』
に
は
宗
理
号
を

用
い
た
画
家
の
系
譜
が
記
さ
れ
て
お
り
、北
斎
と
、北
斎
の
門
人
で
あ
る
琳
斎
宗
二
（
菱

川
宗
理
）
の
名
前
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
両
資
料
が
示
す
宗
理
系
譜
に

は
相
違
が
あ
り
、《
古
宗
理
追
善
摺
物
》
は
宗
理
系
譜
の
問
題
と
共
に
議
論
が
重
ね
ら

れ
て
き
た
。
本
作
品
は
制
作
年
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
賛
文
よ
り
「
二
世
宗
理
」

を
称
す
る
人
物
が
「
古
宗
理
」
の
十
七
回
忌
に
際
し
て
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
、

こ
こ
で
の
「
古
宗
理
」
は
俵
屋
宗
理
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

本
章
で
は
《
古
宗
理
追
善
摺
物
》
と
他
の
作
品
を
踏
ま
え
、
俵
屋
宗
理
の
没
年
を
天

明
二
（
一
七
八
二
）
年
末
に
求
め
ら
れ
る
可
能
性
を
検
討
し
た
。
宗
理
が
天
明
二
年
に

没
し
て
い
た
場
合
、
そ
の
十
七
回
忌
は
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
に
あ
た
る
。
同
年
は

宗
理
号
を
用
い
て
い
た
北
斎
が
、
そ
の
号
を
琳
斎
宗
二
に
譲
っ
た
年
と
一
致
す
る
こ
と

か
ら
、
北
斎
か
ら
臨
採
掃
除
へ
の
宗
理
号
の
継
承
は
俵
屋
宗
理
の
十
七
回
忌
に
際
し
た

も
の
だ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
本
章
で
の
検
討
は
あ
く
ま
で
仮
説
の
域
を
出
な

い
も
の
の
、『
浮
世
絵
類
考
』
の
記
述
よ
り
琳
斎
宗
二
は
俵
屋
宗
理
の
子
孫
と
も
考
え

ら
れ
、
俵
屋
宗
理
の
家
系
と
浮
世
絵
師
に
よ
る
宗
理
号
継
承
に
は
な
ん
ら
か
の
接
点
が

あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

第
二
章

第
二
章
で
は
宗
理
肉
筆
画
の
検
討
を
行
う
。
宗
理
は
知
名
度
の
低
さ
か
ら
も
、
現
存

作
品
が
非
常
に
少
な
い
と
い
う
印
象
が
あ
る
も
の
の
、
近
年
で
は
浮
世
絵
研
究
の
領
域

よ
り
意
外
に
も
四
十
点
余
り
の
肉
筆
画
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
宗
理
の
作
品
に
は
宗
達
、

光
琳
学
習
が
窺
え
る
も
の
が
あ
る
が
、
一
方
で
そ
れ
ら
は
単
な
る
宗
達
、
光
琳
の
模
倣

に
留
ま
ら
ず
、
宗
理
独
自
の
翻
案
を
見
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
宗
理
筆
《
楓
図
屏
風
》

優
秀
修
士
論
文
概
要

俵
屋
宗
理
研
究

陰

山

晴

香
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（
図
１

）
を
例
に
取
る
と
、
光
琳
筆
《
槇
楓
図
屏
風
》（
図
２

）
の
第
一
扇
か
ら
第
二
扇

に
か
け
て
描
か
れ
る
直
線
と
曲
線
の
対
を
な
す
槇
の
構
図
が
、
枝
の
分
か
れ
方
に
至
る

ま
で
宗
理
作
品
の
第
五
扇
に
描
か
れ
る
楓
の
構
図
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
宗
理
は
さ
ら

に
、
こ
の
直
線
と
曲
線
の
対
比
を
第
一
扇
と
第
二
扇
の
楓
群
で
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た

光
琳
画
の
画
面
は
奥
行
き
を
持
た
な
い
の
に
対
し
、
宗
理
画
は
楓
の
樹
の
大
き
さ
や
彩

色
に
変
化
を
つ
け
る
こ
と
で
、
画
面
に
奥
行
き
と
空
間
の
広
が
り
を
生
ん
で
い
る
。
紅

葉
す
る
楓
の
中
に
一
枝
の
み
青
葉
を
描
く
表
現
は
、
色
彩
の
対
比
を
強
調
す
る
と
共
に

季
節
の
移
ろ
い
を
想
像
さ
せ
、
宗
理
独
自
の
表
現
が
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
に
宗
理
の
作
品
に
は
光
琳
学
習
を
示
し
な
が
ら
江
戸
趣
味
と
融
合
さ
せ
た

独
自
の
画
風
形
成
が
窺
わ
れ
、
宗
理
は
光
琳
と
抱
一
の
間
を
繋
ぐ
期
間
に
活
動
し
て
い

た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
画
風
も
両
者
を
繋
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
同

時
に
、
宗
理
が
京
都
の
美
意
識
を
江
戸
文
化
に
落
と
し
込
め
る
画
力
を
有
す
る
画
家
で

あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

第
三
章

本
章
で
は
先
行
研
究
で
報
告
さ
れ
て
い
る
宗
理
挿
絵
を
有
す
る
俳
諧
書
に
加
え
、
卒

業
論
文
お
よ
び
今
回
の
調
査
で
新
た
に
発
見
し
た
俳
諧
書
お
よ
び
摺
物
を
三
点
紹
介
す

る
。
在
転
編
『
絵
の
あ
し
た
』
か
ら
は
、
宗
理
と
江
戸
座
俳
諧
の
点
者
と
の
繋
が
り
が

見
え
、
宗
理
の
交
友
圏
が
江
戸
座
の
点
者
を
介
し
文
人
大
名
や
江
戸
座
の
中
心
的
俳
諧

師
ら
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
江
戸
座
は
諧
謔
や
機
知
的
な
表
現
を
好
ん

だ
流
派
と
し
て
知
ら
れ
る
。
宗
理
の
肉
筆
画
に
見
ら
れ
る
機
知
的
な
表
現
や
季
節
感
を

描
き
込
む
詩
情
的
な
作
品
は
、
江
戸
座
俳
諧
と
い
う
文
化
の
中
で
育
ま
れ
た
感
覚
と
も

言
え
る
だ
ろ
う
。

在
転
は
、
当
時
の
江
戸
座
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
馬
場
存
義
の
側
に
属
し
た
点
者

で
あ
り
、
存
義
は
抱
一
の
俳
諧
の
師
匠
で
あ
っ
た
。
宗
理
の
肉
筆
画
に
は
存
義
の
賛
を

有
す
る
も
の
も
存
在
す
る
。
抱
一
が
参
加
し
た
句
合
わ
せ
や
宗
理
挿
絵
を
有
す
る
俳
諧

書
を
追
う
と
、
宗
理
と
抱
一
を
繋
ぐ
俳
諧
師
を
多
く
確
認
で
き
、
江
戸
座
俳
諧
と
い
う

場
を
介
し
、
宗
理
と
抱
一
の
交
流
圏
が
重
な
り
を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

一
方
で
、
宗
理
が
活
動
し
た
時
期
の
抱
一
作
品
は
肉
筆
浮
世
絵
が
中
心
で
あ
り
、
抱
一

の
光
琳
へ
の
私
淑
は
酒
井
家
に
伝
来
し
た
光
琳
作
品
の
存
在
が
大
き
い
と
さ
れ
て
い
る

が
、
宗
理
の
大
き
な
業
績
は
、
抱
一
と
距
離
の
近
い
俳
諧
サ
ー
ク
ル
に
琳
派
の
画
風
が

（図２）《槇楓図屏風》尾形光琳筆
東京藝術大学大学美術館所蔵

（図１）《楓図屏風》俵屋宗理筆
ファインバーグコレクション所蔵
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受
容
さ
れ
る
水
脈
を
保
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

第
四
章

第
四
章
で
は
、
宗
理
に
関
す
る
記
述
を
有
す
る
山
東
京
伝
の
戯
作
を
取
り
上
げ
、
宗

理
と
江
戸
座
俳
諧
の
繋
が
り
や
当
時
の
宗
理
の
知
名
度
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

宗
理
に
関
す
る
記
述
を
有
す
る
京
伝
の
戯
作
は
、
現
在
確
認
さ
れ
る
限
り
で
『
客
人

女
郎
』、『
通
言
総
籬
』、『
三
筋
緯
客
気
植
田
』
の
三
点
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
『
三
筋
緯

客
気
植
田
』
は
本
論
文
に
お
い
て
初
め
て
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

京
伝
の
戯
作
に
は
江
戸
座
の
俳
諧
に
親
し
ん
だ
人
物
や
宗
理
が
挿
絵
を
寄
せ
る
俳
諧

書
に
も
入
集
す
る
人
物
を
確
認
で
き
る
。
特
に
『
通
言
総
籬
』
の
登
場
人
物
か
ら
は
、

吉
原
を
中
心
と
し
た
存
義
側
の
江
戸
座
俳
諧
サ
ー
ク
ル
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
書
に
は
遊
里
に
遊
ぶ
大
名
子
弟
と
し
て
酒
井
抱
一
も
登
場

し
、
改
め
て
宗
理
と
抱
一
の
交
友
圏
が
重
な
り
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で

き
る
。

ま
た
、
本
書
は
同
時
代
の
流
行
を
描
き
出
す
意
図
を
も
っ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
宗
理
は
本
書
で
主
人
公
自
宅
の
半
戸
棚
の
菊
図
を
描
い
た
画
家
と
し
て
名
前
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
流
行
を
題
材
と
す
る
本
書
に
俵
屋
宗
理
の
名
前
が
登
場
す
る

こ
と
か
ら
は
、
宗
理
の
作
品
は
市
井
の
人
々
に
と
っ
て
憧
れ
の
対
象
と
な
り
得
る
も
の

で
あ
り
、
ハ
イ
エ
ン
ド
な
画
家
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

宗
理
が
登
場
す
る
京
伝
の
戯
作
三
点
は
い
ず
れ
も
吉
原
を
舞
台
と
す
る
点
で
共
通
し
、

遊
郭
の
座
敷
の
他
、
吉
原
に
通
う
息
子
株
の
自
宅
に
宗
理
の
落
款
を
有
す
る
画
中
画
が

登
場
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
宗
理
の
作
品
は
少
な
く
と
も
吉
原
の
座
敷
の
調
度
品
と

な
り
得
る
も
の
と
の
認
識
が
、
京
伝
含
め
戯
作
の
読
み
手
に
も
共
有
さ
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
五
章

第
五
章
で
は
、「
宗
理
」
落
款
の
挿
絵
を
所
収
す
る
津
軽
信
寿
編
『
獨
樂
徒
然
集
』

を
取
り
上
げ
る
。
本
書
は
、
編
者
で
あ
る
陸
奥
弘
前
藩
五
代
目
藩
主
津
軽
信
寿
が
自
身

の
隠
居
を
記
念
し
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
漢
詩
、
俳
諧
集
で
、
信
寿
隠
居
の
年
で
あ
る
享

保
十
六
（
一
七
三
一
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
先
行
研
究
で
は
本
書
の
「
宗
理
」
と
俵
屋

宗
理
は
別
人
物
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
本
章
で
は
『
獨
樂
徒
然
集
』
の
宗
理
と
俵

屋
宗
理
が
別
人
物
と
さ
れ
て
き
た
背
景
を
追
い
な
が
ら
、
再
検
討
を
行
う
。

本
書
に
挿
絵
を
寄
せ
る
「
宗
理
」
に
つ
い
て
は
、
津
軽
藩
の
記
録
よ
り
破
笠
の
息
子

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
破
笠
は
晩
年
に
津
軽
藩
へ
仕
官
し
て
お
り
、
津
軽
藩

の
藩
政
記
録
で
あ
る
『
津
軽
藩
庁
日
記
』
か
ら
は
、
破
笠
息
子
の
宗
理
も
津
軽
藩
と
深

い
繋
が
り
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
同
藩
は
俵
屋
宗
達
や
尾
形
光
琳
の
作

品
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
破
笠
息
子
の
宗
理
が
宗
達
、
光
琳
作
品
と
身

近
な
環
境
に
い
た
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
破
笠
が
挿
絵
を
寄
せ
る
俳
諧
書
に
は
、

俵
屋
宗
理
が
挿
絵
を
描
く
俳
諧
書
と
共
通
す
る
人
物
が
確
認
さ
れ
、
破
笠
と
俵
屋
宗
理

は
俳
諧
と
い
う
共
通
の
活
動
の
場
を
持
ち
、
そ
の
交
流
圏
は
重
な
り
を
持
つ
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

現
在
確
認
で
き
る
資
料
よ
り
俵
屋
宗
理
が
破
笠
息
子
の
宗
理
で
あ
る
と
断
定
す
る
の

は
困
難
で
あ
る
も
の
の
、
仮
に
両
者
が
同
一
人
物
で
あ
っ
た
場
合
、
光
琳
の
没
後
に
琳

派
の
画
風
が
継
承
さ
れ
た
場
と
し
て
津
軽
藩
の
担
っ
た
役
割
が
注
目
さ
れ
る
。
俵
屋
宗

理
研
究
の
文
脈
で
『
獨
樂
徒
然
集
』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
破
笠
息
子
の
宗
理
と
俵

屋
宗
理
と
の
関
係
お
よ
び
、
琳
派
と
津
軽
藩
の
繋
が
り
を
検
討
す
る
足
掛
か
り
と
し
た

い
。
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お
わ
り
に

光
琳
と
抱
一
の
は
ざ
ま
に
見
逃
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
俵
屋
宗
理
は
、
抱
一
に
先

駆
け
て
江
戸
の
地
で
宗
達
、
光
琳
の
画
風
を
継
承
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
画
風
を
江

戸
趣
味
に
落
と
し
込
み
独
自
の
翻
案
を
見
せ
る
画
力
を
有
し
た
画
家
で
あ
っ
た
。
宗
理

に
関
す
る
研
究
は
浮
世
絵
研
究
の
領
域
に
担
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
琳
派
研
究

で
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
も
の
の
、
俳
諧
サ
ー
ク
ル
を
介
し
た
抱
一
と
の

接
点
や
、
そ
の
作
品
の
受
容
層
も
文
人
大
名
や
当
時
の
文
化
人
な
ど
抱
一
の
交
流
圏
に

近
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
は
、
俵
屋
宗
理
が
江
戸
琳
派
展
開
の
流
れ
を

検
討
す
る
上
で
も
重
要
な
画
家
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
言
え
る
。
抱
一
と
宗
理

に
直
接
の
交
流
が
あ
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
抱
一
も
属
し
た
俳
諧
サ
ー
ク
ル
の
内

に
琳
派
の
画
風
が
受
容
さ
れ
る
水
脈
を
繋
い
だ
点
に
、
琳
派
の
継
承
に
お
い
て
宗
理
の

果
た
し
た
役
割
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
俵
屋
宗
理
の
交
流
圏
が
江
戸
座
俳
諧
を
介
し
文
人
大
名
や
歌
舞
伎
役
者
、

江
戸
座
の
中
心
的
俳
諧
師
ら
に
広
が
り
、
宗
理
が
江
戸
文
化
の
只
中
で
活
動
し
て
い
た

こ
と
が
窺
え
た
が
、
そ
の
一
方
で
俵
屋
宗
理
の
活
動
を
紹
介
す
る
同
時
代
の
画
伝
類
は

『
尾
形
流
略
印
譜
』、『
古
画
備
考
』
を
除
き
確
認
で
き
な
い
こ
と
も
疑
問
が
残
る
。
俳

諧
サ
ー
ク
ル
で
の
宗
理
評
価
と
、
当
時
の
画
壇
に
お
け
る
宗
理
の
評
価
に
は
い
く
ら
か

の
隔
た
り
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
俵
屋
宗
理
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
判
然
と
し
な
い

点
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
疑
問
点
を
踏
ま
え
今
後
の
研
究
の
課
題
と
し
た
い
。




